
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額

　採用等業務費

(前年度予算額： 5,2866,403１ 事 業 費 千円)

区  分

手数料

予 算 要 求 資 料

令和５年度当初予算 支出科目　款：警察費　項：警察活動費　目：一般警察活動費

 ＜財源内訳＞

事 業 名

警察本部　警務部　警務課 電話番号：058-271-2424(内2611)

E-mail：c18873@pref.gifu.lg.jp

事業費

0

一　般

0 6,403

5,286

（各課様式１）

使用料 財　産
財　源

5,286

財 源 内 訳

0 0 0

（２）事業内容

（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　毎年100人規模の退職補充が続く中、就職適齢人口の減少や若い世代の県外転
　　出、更には民間企業の雇用回復などにより、警察官採用試験の受験者数は年々
　　減少傾向にあり採用を取り巻く状況は依然として厳しく、受験者数の確保が課
　　題となっている。
　　　十分な受験者確保のためには、採用募集活動の範囲を県内に限ることなく県
　　外での活動強化（指定大学リクルーターの有効活用）、転職希望者を対象とし
　　た就職説明会への参加、受験申込期間のみならず年間を通した採用募集活動の
　　推進等幅広い採用募集活動を展開しなければならない。

　　　・募集用各種広報媒体の作成
　　　・各種メディアやインターネット、就職情報誌を活用した募集広報
　　　・民間企業等が実施する各種ガイダンス等への参加

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

06,403

0

寄附金

0 0 0



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

　　　「清流の国ぎふ」創生総合戦略
　　　　Ⅱ－２－（２）－③　犯罪・交通事故防止の推進

需用費

役務費

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ

6,403合計

　　　岐阜県の警察職員の採用に関するものであり、より優秀な人材の雇用を求める
　　ことは公務員として当然のことで県負担は妥当である。

　　　なし

負担金 700 　オンライン就職説明会等参加費

事業内容 金額

1,433

487

2,161委託料

使用料及び賃借
料

1,622 　就職ガイダンス会場(ブース)の使用

３ 事業費の積算 内訳

事業内容の詳細

　警察官募集広報用横断幕、ポスター、パンフレット等の作成、募集
広報用クリアファイル、紙手提げ袋の作成

　採用募集に関する各種郵便料、就職情報誌への広告掲示費、体験型
説明会参加者傷害保険料

　募集広報用パンフレット等デザイン委託、募集用動画作成委託



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R3年度
(R ) 実績

135人

127人

○指標を設定することができない場合の理由

令
和
２
年
度

　受験者確保のための広報活動を事業目的としており、目標を示すことは困難であ
る。

（これまでの取組内容と成果）

　・就職ガイダンスブース使用実績　名古屋６回、岐阜４回　計10回
　・警察学校オープンキャンパス　１回
　・体験型業務説明会（各執行隊等見学）　計３回
　・インターンシップ　１回

令
和
３
年
度

　コロナ禍の中、対面型の就職説明会への参加が思うようにできなかったもの
の、体験型就職説明会を延べ５回、警察本部主催のオンライン就職説明会を延べ
９回開催し、業者が主催するオンライン企業説明会には３回参加するなどコロナ
ウイルス感染症対策を考慮しつつ取り組んだ結果、令和３年度実施の警察官採用
試験に係る採用予定(公示)人数135人に対し、採用人数が127人と一定の効果は
あったものと認められ、競争倍率も４倍を維持しているが、受験者数、競争倍率
ともに減少傾向にあることから、優秀な人材確保のため今後も更なる取組強化を
要する。

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
４
年
度

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

①警察官採用予定
（公示）人数

指標名
R4年度 R5年度 終期目標

②警察官採用人数

目標 目標 (R ) 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　警察官等の大量退職期が続く中、将来の岐阜県の治安を担う優秀な人材を確保する
ため、積極的かつ効果的な募集活動を推進する。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　受験申込期間のみならず年間を通した採用募集活動の一環として、岐阜県警察が就
職を検討する先の一つとして考慮されるべく、就職先を選定・思案中の大学３年生を
対象とした就活準備セミナー等への参加、県外の大学に進学した学生を対象に大学校
内で開催される就職説明会等への参加及び学生のみならず転職希望者を対象とした合
同企業説明会への参加による新たな受験者層の開拓等を図り、優秀な人材の確保に取
り組む。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

(評価) 　令和３年度から電子申請による受験申込みが可能となり、就職ガイダンス
等に参加した者やインターネットから採用情報を入手した者の受験申込みが
更に増加しており、事業効果が現れている。３

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　人事担当者や採用業務推進員に指定した若手警察職員を積極的に活用して
合同企業説明会や大学学内セミナー等へ対応しており、効率化を図ってい
る。１

（今後の課題）

　就職適齢人口の減少により、採用情勢は厳しい状況にある。県内外の大学・高校へ
の訪問活動、就職ガイダンス及びインターネットを利用した広報等を積極的に推進す
る必要がある。

(評価) 　組織運営において退職者補充は当然であり、更に組織基盤の強化を図るに
は、多数の受験者を獲得することが必要不可欠であることから事業の必要性
は高い。２

２ 事業の評価と課題


